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終助詞 fよね」の
ムオギム(誠信女子大
kこ，
悶
7よね」を対象;二、リユj との
は、終LりJ前 fよねJには;;吉識
いる
く、
まん明、
、プ
'o} る ゑミ
仁ヤの前Jなどと JtにUJ
い、という点で対立i円であり、 したがって、
ると不自黙になるのだと考えられる。さらに、「ょ
に出思したり、:ね!は f知らなか
、?
?
?
?
?
。J，、上の カミら、 fよねJとし 1
;哉であり、
ーワード
の点で 17，むと
ね、既失1
に仁
じめに
支;J' ;三部'情報の Iちとした
び〉
としてとらえらる
る必要がある。
らば、 手ーの
??
会f
したまま
のうちの
実際的に
る
つ
の I~] で
統一的に説明
のモダリティ情報を担う
と 7ねj の機能にだして
えるモデノレが大 (1986) によ
ムて
えご
??
?
?
」
主!珂 (1991 ) 
の知識がj宗本 IL均九
から大曽(1 
「ね_j V ¥ 
を捉え直し、話し
る場合は「よj
しかし実i緊の i三i
{史
)支が誌ちる(下!J1995) 0 
¥;百られるとし
ると、 fよj と「ねj の混乱よりも 1.;]ユj と「よねJ
例えば (1) (2) でははなj は可能だが、 fよねjは許容
「よねー iに対寸る研究工、それほど充分とは言えないむ
( 1 ) (聞き手の娘をえたその
八:お宅のお娘さん、おきれい
のお燥さん、 パしし 1
12 
(2) 八:先生、完成したんで持って来たんですけど。
13 1 :ほう、これはなヵ、なかいい/1¥米だね。
132:?ほう、これはなかな治、いい出来だよね。
そこで、本稿では終助詞[よね」を 1]心に、「ねj と比較しながら、その志:1床論IYj特刊iをWJ
ら治、にしたいと忠う。本41で考察の対象とする「よねlは、;;仁木において発話されるもので「よ」
と「ねJの間にポーズの入らないもののみとし、それを一つの文末表現としてとらえるという
立場をとる。
2.先行研究と問題点
終ll))示j に Ijl~ する意味論的な側面i を中心に扱った研究としては、佐治 (1957) を挙げることが
できる。佐治は、終助詞を (a)_文末にのみ現れるものと、 (b) 文中にも現れるものとの2つの
ク、、ルー プlこ分けた。 (a) は言iI~~ の内容に関する話者の命題態度一特に、その蓋然性判断ーを表
寸ものとし、これにはワ、ゾ、ゼ、カが属するとした。また、 (b) は言明の内容よりも聴者に
対する話者の態度という対人関係を表すものとし、これにはネ、ヨ、ナ、ヤ、コ二、サ、イが属
するとした。佐治は終日)j詞を (a) (b) の系列に分類したわけだが、それ以降の研究は、とり
わけ、「ね_jrよ」について、それらが共有知識 (1) の形成や信念の提示-共有を目的として使用
さj工る1杉エにであることをじている。
FI-桐 (1997) は、対話は複数の参加者によって行われる共同行為であるとの観点から、終D)J
副は、対話を有効に進行するために話者および聴者が情報を受容したカ、どうかについての表示
を担う形式であるとした。
終助詞「よねJ に I)~~Jする研究としては野田 (1993) 、伊豆j京 (1993)、深尾(2005) などが
げられる。野田(1993) によると、「よね」は「話し手の知識や意向が聞き手のそれと a致す
る治、対立寸るかという話し手の想定において、「ね」文と同様、 一致の想定を表す場合にだけ
)I=Jし1られる口この1寺「よね」の「よ」は、話し手にも当該の知識や意向が舵かにあることを示
す際識となる」と述べて、次のようなや'.IJを挙げている。
(3) このあいだ海へ行きましたよね。党えてま寸か。
.j)" 、伊豆JJ1~ (1993) は、「よねJを「間き手に対ーするi配慮とそれ故の不確カミさの表IV1.1rJき
手への確認がそこにある」と述べており、 野田 (1993) とは違う立場をとっている。すなわ
ち 「話し手が、相手の持っている知識情報に配!芭し、相手に関寸る自分の矢101批判断に確信
がないとき、また相手にi配慮するが故に|当分の方は不確かだということを表明しておきたいと
き、「よね」が使われるJとしている。 (4)を例にとって「お医者さんはもう力、りませんよね」
と「お医者さんはもうカ￥りませんねJとの問にどのような違いがあるのカミについて次のように
説明している。 jlfj:fi"ともに、|司志-確認求めであるが、「お医者さんはもうヵ、りませんねJとい
うとき、 1NIきず二が話し二手の考えに賛成するのは当然だという怠誠、聞き手もそう考えるだろう
という話し手の十1ti1[lj、賛成してほしいという働きかけがそこにある。したがって、聞き手側の
ことに踏み込み寸ぎるという感じがする。しかし「お医者さんはもうかりませんよねJでは、
13 
の発 1)可 は のもび) る し百つ が{車jき、あくまでも 手への め
の使JlJ グもiF〉去てJ。 し1挽える f主3 んよ の i
1;:， d 0) 旬JJ 0) r び〉 ている してい タ
(4) i主1・ 、;こ /;工 でメシ食うの 、 し〉 を るぴ)(J: 泊、しし 1
び〕泊、 とし 1う、
づア ウンサ 志、に ゼ めばお さん{土 たし 1 泊、
(そういうこと よね) 者 /ν もうかちませ
し治、 L rよ 、いつも し 。〕 7]ミ るの I;t く、 り な も
)FJし1られる る余j也 あるよ
(2005 ) も、「よ かさ えよ
とする りミは l ¥つ けを出:りて結
る し グコ し いる。 う、 rWIT けi
び〉 与やおi アピ げ‘てい 。
(レスト ンで
女:どう?
男:うん、うまいよ、}
わたしもすごく イヲト/レシェフj
(日では女の「だよねj に「よ
ある。女は「うましリと話し手の
ているが、これは fうまいよねJの意味で
し、それが相手の助け(意見)を告りて 1¥し
れているとしている。また (6)
いう京克を提示し、その是非について、十i二!
てい
でめるとし百う
し手である
のはりけ
fこめに
うとし
(6) 久手IJ
(しばらくたっ
起い 誌の
し三 d~ ;jな、 { 
って?
フジテレピ)
しかしながら、の
い。つまり、 ;二遅いj 丈ノζL 
うかを
し、
?? ????、
??
??? ???? われ
いる
いうより、しろ
以上のように、終l)J
ある己
日Jなの点、ど
の機能(立学者によ
るc
克が分かれており、 1会 る必、
1) 1よ の「よJは J話し手にも の矢口 1:IJが持方、にある を 識となるj
フ) ?? し手の 会1去の若手!予j ? ?????? 1993) 
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3) iよねJは i1:二|干の助けルイ片りて結論を出そうとする話し干の心的態度の表明J(1*J)s2005) 
3. Iよねj と「ねj
まず、「よね」と比較される「ね」について術 iれにみることにする臼「ね」に!叫す一る先行イ社r究
はいくつかあり、示1カ山 1主はあるものの、どれも「ねJは ilJ'rlき千との認i政共有を来たそう
とす一る 1~土 'l'fIJ を J守つ J という )11¥1:でほぼ.J女しているU
終lりJliJ iねJは、省1与すると文:立がJElなってしまう必須IYjなものと、省1与しでも丈に大き
な迎いが /1:. じないイ (l~J なものの二つに大きく類月IJ できる(判i足 1990) 。前者には il1îJ 立要求
(7) Jと「確認要求 (8)J の )I~ 法が、後有には「自己確認 (9) Jが合まれる。本平副では、「よ
ね」と可J如、生のある、(7)や (8) のようなものを考察の対象にする。
(7) a:おいしいね/よね口 il司主要求J
b:そうだね。
(8) が 1 11Iさんですね/よね。 ii{f[認要求j
!日はい、そうです一。
(9) (1時計を見ながら)えーと 91寺15分だね/(~)よね。「自己{確認」
以下では、「よね」と「ねJを比較してみることにする c
(10) U出現地で男だけ食べている)
男:うまい。 うまいよ。
女: ( ) 
73:ね一、これ|時間かかったんでしょう? (iオレンジデイズJ) 
( 1 1 )女:うまいね、ここのランチ。
男:そうだねU
( 12) (レストランで一日食べて)
女:どう?
労:うん、 うまいよ、これc
女:だよね。 わたしもすごく好き。(= (5) 
( 10) は、 JQIINf! J也で男だけが食べている場面である。男の人は「うましリという情報を聞き
手に伝えるために「うまいよJの「よJがJTj~ '¥られたと考えられる o (1 1 )は、レストランで
|込じ Æ4 .81l を食べている男女の会話である。二人ともこの J~lj は初めてで、「この Jll~ の ~:~j日!はおい
ししリという既知!の情報を作っておらず、「うまいねJがmし、られたと忠われる。 企庁(12) 
J士、話し千であるムーの人は聞き手に「料.BHI土どうつ」とI1Nlし1ていることベヘ「わたしもす一ごく
わtきJという発i活ヵ、ら涜えるように、話し手は脱(こ「この応の料用はおいししリという情却を
作っており、「よねj がHl~ ¥られたと考えられる己主人 1 ~のことから、「よね J は、「ねj と同じ
く í J1日き手の公1)1識におけ一る考I，I~:J を去すという共通性
15 
が、「ね_jは主Irしし刊誌として提7Jミし、「よ
いるのではなし¥かと j巴われるつ
失1の とし るとし 1う
さらに、この うなi封をいくつか凡ておく c
(13) A:こんな広し のド1]で丙イiミのう 1I1会える人っ、、 くらいいるのカ'¥
かえ一。
えたちと ごい不 ちになっ りとカミオー るえ:そん
ん
つつ
にあ、そんなこと忠わない
B:そうだねのげできちゃった結嬬J)
( 1り お父械、友人力かつてましだわよ。チヨちゃんのこととてもかわいいのよ担。かわい
くてかわいくでしょうがないのよね。うん、もう -1fまちゃんたら。(iできちゃ
(13) (14) ゴミJ 法であるむ相手との意参考えなどに
めに、{よねj がj召し 1られたと iつれる。
という文や、 (Ul) の r父
ように、話し手はど正に当該発話についての
られる。
ことによ
(] 3) の し
り、!よ
fよねj とし、
いような現象が
におかれており、
JFJし1られfこと
、t知の
する。
し手が
しているとい えざるを
るが、[さっ
っているため、「よ
(15) (16) 
した
る。これらの場台、 I J 
( 15) って言いましたよね。
、 うん。
よくそんな
だって、
しり公こと
じゃ。
、 ? ，
?
?
? ? ???
??
スミレちゃんの
イワヤさん
? ( i土ベットj フジテレ
? ?
?
?? である。
( 17) rメインのはいめ 1が
「あたしはパスタ
if実は[百くよ
のにしようカ
います一泊、?J 
ラダがあれ
ン・ステーキを食べたんにつ のも
立r-き
16 
「好きだよ。|勾よりもむしろ魚の方がI;J-物なんだJ
「それでは、 1 "ダイをぜひれし上がってn"iきたいですね口綱焼きにしておJ守ちします
から、オりーブオイルととレモンでご I~I l:Jに味付けー してr1'1けます 1(1箆 1) 
(17) ~ (19)の「よねlは、いずれも「このIr¥J や「このliIiJがえにお泊、れている。(1 7)
は、話しTが11川安Tボーン・ステーキを食べたことがあるという守夫を既知の ;阪として作って
いることが分泊、る。(1 8)や (19) 均、らも I{)i;}~ なことが I Iえよう c
(18 ) この問、肺の人気歌謡見に行ったよね。その 1I与.• 0 (深厄2005)
(19) しばらくして慣にだれカミがす一わった。話し泊、けてき 1'---0
「この前もここでお会いしましたよね」
1---. -J 
「ぼく、おぼえてますよ c なんだか淋しそうで、とても気になる存{{だったから j
「気になる?この私が。どうして ?J (1賛J)
また、次の (20) の「君はまだだったよね」には、「この1'司Jや「この前」などは明示され
てないものの、聞き手はその発話内容について既に知っているということが、その前後の文JI民
泊、ら分かる。
(20) 1そう -一。 お子さんは」
「一人、女の!とだ」
1I可愛いでしょうねj
「ああ、可愛いね。オレは職業柄ちょっと写真もいじってただろ。だヵ、ら休 1::1ともあ
れば、やたら娘の写真をとりまくるよ。えーと、君はまだだったよねj
1そうよ。もらい手がないのよJ(I最J) 
(21 )は、 Iwrvミがお茶を飲んでいただけなのかどうカミをj確認するためには引が)1こlし1られたと
忠われる。 (22) からも阿保なことが言えよう。
(21 ) 不意にFH伎は口笛をl吹いた。 忠の長い、正確なメロディは「禁じられたilび」で
あった。
仁|笛が ILん
IIlIT1Jてさん、お子~を飲んでいただけですね、{前カミに j
「そうです、そうですとも旧伐さん」
勢いづいて)JI奈彦は答える。
「そうですか。では、これがお茶を飲んでいる時で、すねJ
IE伐のた手が、フロントガラスの下にあるスイッチを押した。テープから突
然---. _. 0 (1広J) 
(22) I あの・・-もしかしたら、あなたさまは、鈴木さんではJ
冬美はわざと IH丁以のぞiを/1¥さずに日目し¥た。その人はちらりと冬美を見たが、
17 
ちがし γでしょう
であ
ョ しいてみ、 冷ずこし¥とし¥うより、 ;支
が亦くなっ
，〆一、
Jノひどく冷たい
をっているよう
{あっ、二めん
がカュえっ
し
した。女の1がちらりとカミげ号、
》??
、 、
? ?
、? ?
? 。 、
!日jじ
(1 J) 
しょう j
して、 まる らわしいものでも ように不伏
マルノ iニj
くみノし
はi;刊誌 fさて:土j し、「よねJ しない。
して来ませんでし
? 」
{大て 推論によって
ものであるとし、次のような例を
じ文j)誌で、 [よまユJを用いる
fさてはJを取り外し、命題を
lγ 
~'- る
とはできないとしている。 ぴ〉
しなけ
、 、??
?》• して
ず7
Q よ/，'J. 「ヌコj って、 J征士十iの 7:;/ ι 
し¥t:J_? 
をやっていない とで え をやっているj
系でを~
としているのに対して、 fよ し
も品川、めているの
もし、 fよ
、(27)の
とし
(200的 こび)-
っている ノ¥.l示し¥の
とし 1つ、
が、 r;{川島誌にそのよう
!.Jq吏されるのは、
このように、「よねj は、そうで
ろん、(
ないと話し手が
はなしサ。つまり、この
じる」といった場合である。
る事柄を命題として示し、
ろ2 対応していること だとしている。「よねJ ? ????
と!!手んでし 1る。
18 
あなた、 11十iさんですね '1/よ
ところ、、 る においては、 のような)i出 これを
ることはできない CI計三If1993)。
八:111I11さんでしょ?
j:i41し1ますよ c
1¥:ネ
A: 11いさん刊十わっ
B: J立し 1ますよっ
A つ、出 11さ
L、「よ
ン んで寸よ ま〉
勺
、fえっ、 F8 さんでしょ?J f云つ、1:13rlJさん よねJ のよう
ると忠
か、「ハヤシマリ
の「ハヤシ リコさんでしょ り も「ノ¥ヤ
、fよんでいらっしゃい
才しるし、 [し 1 んでいる治、 J 、 っているJ
、 ?
?
??
よね?のよ
とを前十とし
ていることがう子点、る。
) カゴをド十〉てくれノるテツオc そして向を
けてき7こC
、ひとりの 人が話し方、
「ハヤシマゾコさ
「はし¥そう
「し νコも
どうもありが
(1美J) 
つにくださいねJ
し百ま寸一、 で、なんかウ斗ウキしてくる る
けは、 、 る中 ですよ る丈「 }れ撲の} しょう j カミ
ら るように、 し のこと か っている j し¥ と
1
ぜ-ー とし って
し、る7こめ、 「よ J-. えられる。
( 1) rこれ、 (11) よねj
i ~コ あな のでしょ f¥f、 } でしょう
j己が し
し、しミ いま
あなた l ¥ ん
{也 は);1;の人 び〉 又を し いる j1liで り、 、fi，)f史 九ー三 物j
のラd かめている場 して (31) ji J 14ヅAミ
t h守 t を刊誌忍してい
19 
る。い も当 1)、ベ」ーシ? されるのに な知識安 し が t~~ 矢口 どして って
し五ると ない口
の人 主i:¥i・ つ
1¥:わ
し
と どん 々 ちく さし
スト 370 iJ:J 
) l¥ いしま
カミしこまりまし
? σ〕 (す，07ヲ70…*ネ*かド**
(36) も号、j131去である。 (35) の fあの、
の[あーニムウキカイさんのケータイですカミ? ~之、それ
いう表現からお]対話での雑誌であると言える。
さんCお宅ですか?や (36)
「はじめましてjベコ fとlドし
ジコ、 介さんの つ
はし¥そうです一けど。
さまいです一方、{まじめまして c レイナ
え:はし¥もしもし。
13:あーニエウキカイさんのケータイ
らは、アルパ ぴ〉 のスコニナガと申
であり
して、 (37) の[
し一てし 1る
いません。関 i二lさんのお宅ですよねj
であるため、「よねJがmし1られたと
jミj
えられる。
/vト守〕
) 
? ?
て、電話を以つ
んですかj
る k一、 つはい女の い?を企りこう
fもし
子は ちらにおかけ か!
???? 、?
いん カヮ
流行りの ゲ〉 i吹か、 と し
「吉弘ジ)J}fじ 7三、どこの にかけているの。ちゃんと古5 を て} な
つ 刀L ふ 1"'-
vぜ 口 んの 仁会、 あ し、出
20 
( lii] 
、'ι11奇 (2002)
いう中核'YJな
IJ改初]カ冶 ぴ〉 もりだっ
のつも号って?J 
の、こっし 1
/f 1/ 
(39) I A，ノび〉 か全然分からないj
!沢村さん し の;土あ
J土 えなか
。〉 が、;その場で認識したことをベ会j
して、主lt1'に保々な聞き手めあ
っている。
び〉
(39) 
なく
でに けてあり、 び〉 めて相手が犯人
のである。 (38)
づいたわけ
0)よ
:ます
と、
るために、[ね!の
~ちかける i
つけてあ旬、
したこと
トの
とし、う I升
じゃ、
し手がその
(39) は戸
してし 1るむしかしなが J 、
づv..，たわけではないj どい
してし、るように忠われるの
んのメッセージを確認させのfCIJも}fIJ
るのが的で、
てー している
から分かるように、ヂの
るむ
めて完づい っし 1
(40) rそれじ、 しと
人後、
目的で、
よ。
うすると、あのI!寺私がつ
ま~、 と比ij泣し ると、 (38)
いのに対して、(-11 )の
した出;知の'1育報を
付1) Fsにそんなさ りませんでし
}ろで、
して存在するわけ
りは が1J長っている になるが、
ったのを目、
かo
の時間に んじゃなくて、
んのメッセー るの
のアソパイのお;人が;まし方、ったん
は誰でもよかったのさ
トランクにはー
i山田
るために m よ
(il!El<OJ ブ
ぴJ し
ミりとしての
ヵ、ったj とし 1う話し
がJTし、られたと忠われるつ
レ
モl できる
MF」T る のであれば、 び〉
(42) (43) の つ 「と σ)~ 0) 
していること かもむな {三3) のペコ I~二ij の彼f_1ただもん j など
うにり返されると、失礼 じがする。
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(12) I説明も糾官もまったく違うものになる!というのは位i像していたのですが、 11元り
i二げる読み物Jもj英字系だけ他の i邑と変わるのか、というところが1fA/lnに残ってい
ましfニロ
1- む材料，としては同じようなものを1反り上げることはト分J号えられます1 とのこ
とですので、 l，lJじものもあればi主うものもある、と考えていいんですよね?私のJIJlijl( 
不足でしたら、またお士1らせくださいますでしょうか口
(.13 ) コウダタケシを知ってるよね。知ってるよね。おの彼氏だもん。(1北はペット j ブ
ジテレビ)
また、「よねJ は、惇\'llt~J ( 2000 )でも J引出しているように、政くのような、~此に属する 'h!i
をiI在認する刑法がある。
(4 -1) Iファックスというのは、受信が終わるとピーという電子音:がI~鳥りますよね口 J
この「よねj は、「だろう Jや「ではないかJと置き換え可能であり、すでに典型的な作認
要求ではなくなっているとし、次に述べることの前提を椛保するために、分かり切っているこ
と(当然そうあるはずのこと)をあえて確認する用法と佐官づけることができるとしている。
(45) Iあたしの誕生 r:jもうじきょ c プレゼント、 fliJを買ってくれんの」
長)J7〔はきょとんと美登里の顔を見つめたむなぜこんなことを言い始めたか、全く凡主i
がつからないらしい。
1:/じ談はよしてく ~rしよな J
ややあって彼は口をIWl¥; ¥たc岨fl長途clの飯粒が口の 1:-1でぐるぐるまわっているのが見
える。
「オレが金を持つてないの、君だってよく知ってるだろ口よくそんなこと言えるよなあ
「なによ、その言い方j
「お f~T."'..口このヒステリ -J
[なによ、なによ。あなたなんか大っ嫌しリ u最J) 
(46) I矢1らなかったわ。捜奄一諜のモサーが金槌なんて・・・・・」
「ょせよ。まわりに聞こえるじゃないカつ
「泳げない癖に、よくもまあブ。ールなんカユへ誘えたものね口あつかましい..• • • J 
「てっきり、オリーブも同類だと思ったんだよJU殺J) 
(45) は、男女が 1宣nI在している場而である o 1相手にお金がないのを知っているなら、買っ
てくれと言わなしリのが常識だとすると、「知っていながら、買ってくれと言う」のは非;常識
になると忠われる口このことから「よねJは常識に)属する情報を悌訂認する刑法だけーでなく、非
常
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よくもまあプールなんカ、へ誘「泳げない昨に、プーιど「ね」び)(46) に怒っているl必川であるが
お LI~ し\)'(なっているこに換えると不自然になるというよ〔で、のように「よねJ
とも分かる口
さらに、 (/15)の
えたものよね」
ぴ〉という丈と j七にけい見し、 (46) ってよく知lってるだろj1-)Ii l土[' dこhJ
したが(1りである口とし 1う点で刈という丈とに山現している、わ」r' 9;11 らえJ~ ヵ、つI~コ J i士
という形式が、日正夫1の'IW'出を有しているということの11i識であると三えようの「よねjって、
の「よ j は「話し手にも当友の知識や怠Iqが同:カユにあることを
川口手のlりjけを借りて結論を出そうとする話し手の心的
と比較しながら、その発話~l犬 Óc.べつさ~I床論的4守I"j:を
との共有知識について、次のような差異があることが分
「ね」
4，まとめ
従来の研究では、「よねj
す際識」、「話し手の不{能カミさの表明」、
態度の表明Jなどを示すとした。
本tl'ilJでは、終助詞[よねj を 1=11心に、
if察した。そのお!i来、話し手と聞き
7)、っー!こぐ、
jm 'I，Jj-:を十年ちながを去すという1聞き手の知識に対ーする考慮jと同じく[' hJ (土、1-，Jこjヨ」
は既矢1の清j掃とし「よねJは新しい情報として提示し、[' ;3"dJ その知識や'情報のタイプが、り、
は1M詞「ね」
し、があることが I~g らカミになった。
などと共に出現するのに対して、「さっき J['この前」
という点泊、らも検証されうる c
とし 1う
このことは、「よね」
と起しやすし 1
l土
て1')1':示す一る、
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